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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡挿入部と、
 外装筐体と、照明用の光源となる発光体と、前記外装筐体内から外方に突出するよう前
記発光体の両極端間に接続された２つの端子からなる第１の端子部と、前記２つの端子の
間に設けられ、前記内視鏡挿入部の先端部に設けられた第２の端子部が前記第１の端子部
に接触していない場合において短絡状態を維持し、かつ、前記第２の端子部が前記第１の
端子部に接触している場合において開放状態になることにより前記発光体の両極端間と前
記他の端子とを電気的に導通させることができるように構成されたスイッチ部と、を備え
た内視鏡用光学アダプタと、
 を有し、
　前記内視鏡挿入部は、前記内視鏡用光学アダプタに装着した際に前記スイッチ部に接触
して前記スイッチ部を開放状態にする突出部を備えたことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記外装筐体は、金属により構成されており、前記２つの端子は、前記外装筐体の表面
に対して、前記外装筐体内に凹んで位置していることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡装置。
【請求項３】
　前記外装筐体に、該外装筐体の内部と外部とを連通する筒状の保護部材が、前記外装筐
体内から外方に突出するよう接続されており、
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　前記２つの端子は、前記突出した保護部材の表面に対して、前記保護部材内に凹んで位
置していることを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記第２の端子部は、前記内視鏡挿入部が前記内視鏡用光学アダプタに装着された際に
前記外装筐体内に凹んで位置している前記２つの端子と前記外装筐体内においてそれぞれ
電気的に接触する、２つの端子を有することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記第２の端子部は、前記内視鏡挿入部が前記内視鏡用光学アダプタに装着された際に
前記保護部材内に凹んで位置している前記２つの端子と前記保護部材内においてそれぞれ
電気的に接触する、２つの端子を有することを特徴とする請求項３に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡挿入部の先端部に着脱自在である内視鏡用光学アダプタを有する内視
鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、内視鏡は、医療分野及び工業用分野において広く利用されている。医療
分野において用いられる内視鏡は、細長い挿入部を体腔内に挿入することによって、体腔
内の臓器を観察したり、必要に応じて処置具の挿通チャンネル内に挿入した処置具を用い
て各種処置をしたりすることができる。
【０００３】
　また、工業用分野において用いられる内視鏡は、細長い挿入部をジェットエンジン内や
、発電所の配管等に挿入することによって、被検部位の傷及び腐蝕等の観察や各種処置等
を行うことができる。
【０００４】
　内視鏡の挿入部の先端に、湾曲部が設けられ、内視鏡の操作部を操作して湾曲部を湾曲
させることによって、挿入部内に配設された観察光学系の先端部の対物レンズの観察方向
を変更させることができる。
【０００５】
　また、内視鏡挿入部の湾曲部及び先端部に、観察光学系の先端部の対物レンズが観察し
ている被検体を照明する照明光学系が配設されている。該照明光学系の照明に、複数の発
光ダイオード（以下、ＬＥＤと称す）を用いることも周知であり、実用化されている。
【０００６】
　ところで、ＬＥＤは、静電気に対して非常に弱い特性を有しているため、何らかの要因
により、ＬＥＤの両極端間に、静電気の電圧が印加されてしまうと、ＬＥＤは、静電気破
壊されてしまい、被検体を照明できなくなってしまうといった問題があった。
【０００７】
　このような問題に鑑み、特許文献１には、ＬＥＤの両極端間に、インダクタ、コンデン
サ及びダイオード等から構成される静電気保護回路を接続し、ＬＥＤの両極端間に、静電
気の電圧が印加されることにより、ＬＥＤが静電気破壊されるのを防止する技術の提案が
なされている。
【０００８】
　また、特許文献２には、内視鏡挿入部の先端部に配設された電源回路に、トランジスタ
及びダイオード等を接続し、簡単な回路構成により、内視鏡挿入部の先端部に配設された
照明用回路を含む電源回路に、静電気の電圧が印加されることに起因する電源回路の静電
気破壊を防止する技術の提案がなされている。
【特許文献１】特開２００２－９５６２４号公報
【特許文献２】特開２０００－９２４７９号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、内視鏡挿入部の先端部に着脱自在であり、装着された際、内視鏡の視野方向
及び視野角等の光学特性を変換する光学アダプタも周知である。また、光学アダプタに、
複数のＬＥＤを配設することにより照明能力を向上させたり、複数のＬＥＤの内、個々の
ＬＥＤの配置位置を変えることにより、照明方向を変化させたりすることもできる。
【００１０】
　取扱者により光学アダプタが内視鏡挿入部から脱却されると、該内視鏡挿入部の電気接
点と接触するＬＥＤの端子は、光学アダプタから露出される。この際、取扱者が光学アダ
プタに触れることにより光学アダプタに静電気が印加されると、ＬＥＤの端子に静電気の
電圧が印加されてしまい、その結果、ＬＥＤが静電気破壊されてしまうといった問題があ
った。よって、光学アダプタを取扱う際には、取扱い者をアースしたりする必要があるな
ど、非常に神経を使わねばならず使い勝手が悪い。
【００１１】
　本発明は、上記問題点及び上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、取扱い
易く、印加される静電気の電圧に対し信頼性を高めた内視鏡用光学アダプタ、及び該内視
鏡用光学アダプタと内視鏡挿入部とにより構成される内視鏡装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために本発明による内視鏡装置は、内視鏡挿入部と、外装筐体と、
照明用の光源となる発光体と、前記外装筐体内から外方に突出するよう前記発光体の両極
端間に接続された２つの端子からなる第１の端子部と、前記２つの端子の間に設けられ、
前記内視鏡挿入部の先端部に設けられた第２の端子部が前記第１の端子部に接触していな
い場合において短絡状態を維持し、かつ、前記第２の端子部が前記第１の端子部に接触し
ている場合において開放状態になることにより前記発光体の両極端間と前記他の端子とを
電気的に導通させることができるように構成されたスイッチ部と、を備えた内視鏡用光学
アダプタと、を有し、前記内視鏡挿入部は、前記内視鏡用光学アダプタに装着した際に前
記スイッチ部に接触して前記スイッチ部を開放状態にする突出部を備えている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、取扱い易く、印加される静電気の電圧に対し信頼性を高めた内視鏡装
置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。  
（第１実施の形態）
　図１は、本発明の第１実施の形態を示す内視鏡用光学アダプタ及び該内視鏡用光学アダ
プタが装着される内視鏡装置の斜視図である。尚、本実施の形態においては、内視鏡装置
は、工業用の内視鏡装置を例に挙げて説明する。
【００１６】
　図１に示すように、内視鏡装置１は、例えば工業用の内視鏡（以下、内視鏡と称す）２
と、収納ケース８とにより、主要部が構成されている。収納ケース８は、箱体８１と、該
箱体８１の上部に開閉自在に接続された蓋体８２とにより構成され、未使用の際には内視
鏡２等が収納される。
【００１７】
　収納ケース８の箱体８１の内部に、内視鏡２の収納の際、内視鏡２の挿入部２１を外周
面部３１に巻き取る収納部であるドラム部３、光源部３２、カメラコントロールユニット
３３、電動湾曲駆動部３４、電動湾曲回路部３５、電源部等が収納されたフレーム部４が
配設されている。フレーム部４は、ドラム部３を回動自在に支持している。また、ドラム
部３は、管状部材により構成され、フランジ形状を有している。



(4) JP 4603291 B2 2010.12.22

10

20

30

40

50

【００１８】
　箱体８１の上部に、各種スイッチ類、コネクタ類及び給排気用ダクトが配設されたフロ
ントパネル５が形成されている。具体的には、フロントパネル５の上面に、フレーム部４
の内部に収納された各種部材及び内視鏡２に電源を供給するためのＡＣケーブル５１の一
端が接続されている。
【００１９】
　また、フロントパネル５の上面に、内視鏡２によって撮像された被検部位の画像を表示
するモニタ７を回動自在に支持する伸縮式のポール７１が接続されている。さらにフロン
トパネル５の上面には、リモートコントローラ（以下、リモコンと称す）６のケーブル６
１が着脱自在に接続されている。
【００２０】
　リモコン６に、ジョイスティック６２が設けられており、ジョイスティック６２は、内
視鏡２の挿入部２１の湾曲部２３を湾曲操作する際の湾曲入力制御部となる。また、リモ
コン６に、フレーム部４の内部に収納された各種部材及び内視鏡２用の電源オン釦６３が
設けられている。
【００２１】
　さらに、フロントパネル５の上面に、内視鏡２の挿入部２１を箱体８１に対して出し入
れするための開口が形成された座屈防止用のゴム部材５２が配設されている。座屈防止用
のゴム部材５２は、内視鏡２の挿入部２１が箱体８１から取り出された際、内視鏡２の挿
入部２１がフロントパネル５の出口付近において座屈するのを防止する。
【００２２】
　内視鏡２は、柔軟性を有する細長の挿入部２１を備えており、内視鏡２を使用する際は
、挿入部２１は、フロントパネル５から座屈防止用のゴム部材５２を介して延出される。
挿入部２１に、先端側から順に硬質の先端部本体２２、湾曲部２３及び細長の柔軟性を有
する可撓管部２４が連設されている。
【００２３】
　湾曲部２３は、多方向に湾曲自在となるよう形成されており、湾曲部２３は、リモコン
６の操作により湾曲操作されることにより、先端部本体２２内に配設された、観察光学系
の対物レンズ（いずれも図示されず）の観察方向を所望の方向に変更させることができる
。
【００２４】
　また、先端部本体２２の先端に、後述する内視鏡用光学アダプタ（以下、単に光学アダ
プタと称す）２５が装着された際、光学アダプタ２５内に配設されたＬＥＤ群１３０のア
ノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂ（いずれも図２参照）の接触端
と電気的に接触する端子２２Ａ、２２Ｂがそれぞれ配設されている。
【００２５】
　端子２２Ａ、２２Ｂは、先端部本体２２の先端に光学アダプタ２５が装着された際、光
学アダプタ２５のアノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂに、フレー
ム部４に配設された上記電源からの電力を供給する。
【００２６】
　内視鏡挿入部２１の先端部本体２２の先端に、視野方向及び視野角等の光学特性を変換
する光学アダプタ２５が着脱自在に装着される。光学アダプタ２５は、例えば金属により
構成された筒状の外装筐体２５Ｇを有し、該外装筐体２５Ｇ内の先端部に、複数の発光体
であるＬＥＤ１３０ｄ１～１３０ｄ４から構成されたＬＥＤ群１３０が配設されている。
【００２７】
　光学アダプタ２５の先端部の内部に、ＬＥＤ群１３０を配設することにより、内視鏡２
の照明能力を向上させたり、個々のＬＥＤ１３０ｄの配置位置を変えることにより、被検
体への照明方向を変化させたりすることができる。
【００２８】
　図２は、図１中の光学アダプタ２５の外装筐体２５Ｇの内部に配設されたＬＥＤ群１３
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０の発光回路を示した電気回路図である。  
　図２に示すように、光学アダプタ２５の外装筐体２５Ｇ内に、ＬＥＤ１３０ｄ１～１３
０ｄ４が、例えば４個直列に接続されて構成されたＬＥＤ群１３０が配設されている。Ｌ
ＥＤ群１３０の両極端間となる、ＬＥＤ群１３０を構成するＬＥＤ１３０ｄ１のアノード
、ＬＥＤ１３０ｄ４のカソード間に、端子部であるアノード側の端子１３０Ａ、及びカソ
ード側の端子１３０Ｂが接続されている。尚、以下、ＬＥＤ１３０ｄ１のアノードをＬＥ
Ｄ群１３０のアノード、ＬＥＤ１３０ｄ４のカソードをＬＥＤ群１３０のカソードと称し
て説明する。
【００２９】
　詳しくは、アノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂの端子２２Ａ，
２２Ｂとの接触端が、上記外装筐体２５Ｇから、挿入部２１側に突出するよう、アノード
側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂは、ＬＥＤ群１３０の両極端間に接続
されている。
【００３０】
　また、ＬＥＤ群１３０の両極端間に、静電気保護手段であるダイオード１６０が接続さ
れている。ダイオード１６０のアノードは、ＬＥＤ群１３０のカソードと接続され、ダイ
オード１６０のカソードは、ＬＥＤ群１３０のアノードと接続されている。
【００３１】
　次にこのように構成された光学アダプタ２５の作用について説明する。  
　アノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂの接触端は、光学アダプタ
２５が内視鏡挿入部２１の先端部本体２２に装着された際、先端部本体２２に配設された
端子２２Ａ，２２Ｂとそれぞれ電気的に接触する。
【００３２】
　このことにより、挿入部２１側から供給された電力は、アノード側の端子１３０Ａ、及
びカソード側の端子１３０Ｂを介してＬＥＤ群１３０に印加される。よって、ＬＥＤ群１
３０は発光する。
【００３３】
　また、光学アダプタ２５を、先端部本体２２から脱却した後、静電気が発生したとして
も、該静電気はアノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂに流れるよう
になっている。
【００３４】
　詳しくは、アノード側の端子１３０Ａ、カソード側の端子１３０Ｂ間において、カソー
ド側の端子１３０Ｂに、正の静電気の電圧が印加された際、ＬＥＤ群１３０の両極端間に
ダイオード１６０が接続されているため、電圧の高い上記静電気は、ダイオード１６０を
通って、アノード側の端子１３０Ａへ流れる。
【００３５】
　このことより、カソード側の端子１３０Ｂに取扱者から静電気の電圧が印加されたとし
ても、ＬＥＤ群１３０の両極端間には、静電気の電圧が印加されない。よって、ＬＥＤ群
１３０を静電気から保護することができるため、ＬＥＤ群１３０が静電気破壊され難い。
【００３６】
　また、光学アダプタ２５を取扱う際、取扱い者にアースを施す必要がないため、光学ア
ダプタ２５の取扱いが容易となる。  
　以上から、印加される静電気に対し、信頼性の高い光学アダプタが実現できる。
【００３７】
　以下、本実施の形態における変形例を図３を用いて示す。図３は、図１中の光学アダプ
タ２５の外装筐体２５Ｇの内部に配設されたＬＥＤ群１３０の発光回路の変形例を示した
電気回路図である。
【００３８】
　本実施の形態においては、ＬＥＤ群１３０の両極端間に、静電気保護手段であるダイオ
ード１６０が接続されていると示した。これに限らず、図３に示すように、ＬＥＤ群１３
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０の両極端間に、静電気保護手段であるツェナダイオード２６０が接続されていてもよい
。ツェナダイオード２６０のアノードは、ＬＥＤ群１３０のカソードと接続され、ツェナ
ダイオード２６０のカソードは、ＬＥＤ群１３０のアノードと接続されている。
【００３９】
　次にこのように構成された光学アダプタ２５の作用について説明する。  
　光学アダプタ２５を、先端部本体２２から脱却した後、静電気が発生したとしても、該
静電気はアノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂに流れるようになっ
ている。
【００４０】
　詳しくは、アノード側の端子１３０Ａ、カソード側の端子１３０Ｂ間において、アノー
ド側の端子１３０Ａに、正の静電気の電圧が印加された際、ＬＥＤ群１３０の両極端間に
ツェナダイオード２６０が接続されているため、電圧の高い上記静電気は、ツェナダイオ
ード２６０を通って、カソード側の端子１３０Ｂへ流れる。
【００４１】
　このことより、アノード側の端子１３０Ａに静電気の電圧が印加されたとしても、ＬＥ
Ｄ群１３０の両極端間には、取扱者から静電気の電圧が印加されない。よって、ＬＥＤ群
１３０を静電気から保護することができるため、ＬＥＤ群１３０が静電気破壊され難い。
【００４２】
　また、光学アダプタ２５を取扱う際、取扱い者にアースを施す必要がないため、光学ア
ダプタ２５の取扱いが容易となる。  
　以上から、印加される静電気に対し、信頼性の高い光学アダプタが実現できる。
【００４３】
　さらに、以下、別の変形例を図４を用いて説明する。図４は、図１中の光学アダプタ２
５の外装筐体２５Ｇの内部に配設されたＬＥＤ群１３０の発光回路のさらに別の変形例を
示した電気回路図である。
【００４４】
　ＬＥＤ群１３０の両極端間に、静電気保護手段であるダイオード１６０またはツェナダ
イオード２６０が接続されていると示した。これに限らず、図４に示すように、ＬＥＤ群
１３０の両極端間に、静電気保護手段であるバリスタ３６０が接続されていてもよい。
【００４５】
　バリスタ３６０は、電流が通過する際の方向性はないが、一定電圧以上のおいて、オン
状態となる性質を有しているため、ＬＥＤ群１３０の両極端間に、静電気保護手段である
ダイオード１６０またはツェナダイオード２６０が接続されている場合と同様の効果を得
ることができる。
【００４６】
（第２実施の形態）
　図５は、本発明の第２実施の形態を示す内視鏡装置における光学アダプタの外装筐体の
内部に配設されたＬＥＤ群の発光回路を示した電気回路図である。
【００４７】
　この第２実施の形態の光学アダプタの発光回路の構成は、上記図１乃至図４に示した光
学アダプタの発光回路と比して、ＬＥＤ群１３０の両極端間に、接続される静電気保護手
段が並列回路により構成されている点のみが異なる。よって、この相違点のみを説明し、
第１実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００４８】
　図５に示すように、光学アダプタ１２５の外装筐体１２５Ｇ内に、ＬＥＤ１３０ｄ１～
ｄ４が、例えば４個直列に接続されたＬＥＤ群１３０が配設されている。ＬＥＤ群１３０
の両極端間である両極端間に、端子部であるアノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側
の端子１３０Ｂが接続されている。
【００４９】
　詳しくは、アノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂの端子２２Ａ，
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２２Ｂとの接触端が、上記外装筐体１２５Ｇから、挿入部２１側に突出するよう、アノー
ド側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂは、ＬＥＤ群１３０の両極端間に接
続されている。
【００５０】
　また、ＬＥＤ群１３０の両極端間に、静電気保護手段であるダイオード１６０とツェナ
ダイオード２６０との並列回路４００が接続されている。ダイオード１６０及びツェナダ
イオード２６０のアノードは、ＬＥＤ群１３０のカソードと接続され、ダイオード１６０
及びツェナダイオード２６０のカソードは、ＬＥＤ群１３０のアノードと接続されている
。
【００５１】
　次にこのように構成された光学アダプタ１２５の作用について説明する。  
　アノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂの接触端は、光学アダプタ
１２５が、内視鏡挿入部２１の先端部本体２２の先端に装着された際、先端部本体２２に
配設された端子２２Ａ，２２Ｂとそれぞれ電気的に接触する。
【００５２】
　このことにより、挿入部２１側から供給された電力は、アノード側の端子１３０Ａ、及
びカソード側の端子１３０Ｂを介してＬＥＤ群１３０に印加される。よって、ＬＥＤ群１
３０は発光する。
【００５３】
　また、光学アダプタ１２５を、先端部本体２２から脱却した後、静電気が発生したとし
ても、該静電気はアノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂに流れるよ
うになっている。
【００５４】
　詳しくは、アノード側の端子１３０Ａ、カソード側の端子１３０Ｂ間において、カソー
ド側の端子１３０Ｂに、正の静電気の電圧が印加された際、ＬＥＤ群１３０の両極端間に
ダイオード１６０が接続されているため、電圧の高い上記静電気は、ダイオード１６０を
通って、アノード側の端子１３０Ａへ流れる。
【００５５】
　また、アノード側の端子１３０Ａ、カソード側の端子１３０Ｂ間において、アノード側
の端子１３０Ａに、正の静電気の電圧が印加された際、ＬＥＤ群１３０の両極端間にツェ
ナダイオード２６０が接続されているため、電圧の高い上記静電気は、ツェナダイオード
２６０を通って、カソード側の端子１３０Ｂへ流れる。
【００５６】
　このことより、静電気の電圧が、アノード側の端子１３０Ａ及びカソード側の端子１３
０Ｂのいずれかに印加されたとしても、ＬＥＤ群１３０の両極端間には、取扱者から静電
気の電圧が印加されない。よって、ＬＥＤ群１３０を静電気から保護することができるた
め、ＬＥＤ群１３０が静電気破壊され難い。
【００５７】
　また、光学アダプタ１２５を取扱う際、取扱い者にアースを施す必要がないため、光学
アダプタ１２５の取扱いが容易となる。  
　以上から、印加される静電気に対し、信頼性の高い光学アダプタが実現できる。
【００５８】
　さらに、以下、別の変形例を図６を用いて説明する。図６は、図５中の光学アダプタ１
２５の外装筐体１２５Ｇの内部に配設されたＬＥＤ群１３０の発光回路のさらに別の変形
例を示した電気回路図である。
【００５９】
　本実施の形態においては、ＬＥＤ群１３０の両極端間に、静電気保護手段であるダイオ
ード１６０とツェナダイオード２６０との並列回路４００が接続されていると示した。
【００６０】
　これに限らず、ＬＥＤ群１３０の両極端間に、静電気保護手段であるバリスタ３６０と



(8) JP 4603291 B2 2010.12.22

10

20

30

40

50

ツェナダイオード２６０との並列回路４００を接続しても、本実施の形態と同様に効果を
得ることができる。
【００６１】
　また、図示しないが、ＬＥＤ群１３０の両極端間に、バリスタ３６０とダイオード１６
０との並列回路４００を接続しても、本実施の形態と同様に効果を得ることができる。
【００６２】
（第３実施の形態）
　図７は、本発明の第３実施の形態を示す内視鏡装置における光学アダプタと、先端部本
体との接続を示した接続構造図である。
【００６３】
　この第３実施の形態の内視鏡装置の構成は、上記図１乃至図６に示した第１実施及び第
２実施の形態の内視鏡装置と比して、光学アダプタの外装筐体の内部に配設されたＬＥＤ
群１３０の静電気対策を、光学アダプタ内に配設された発光回路のみならず、光学アダプ
タが接続される内視鏡挿入部の先端部本体をも用いて行う点のみが異なる。よって、この
相違点のみを説明し、第１、第２実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明
は省略する。
【００６４】
　図７に示すように、内視鏡装置１０１の内視鏡２の先端部本体１２２の先端に、後述す
る光学アダプタ２２５が装着された際、光学アダプタ２２５内に配設されたＬＥＤ群１３
０のアノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂの接触端と電気的に接触
する端子１２２Ａ、１２２Ｂがそれぞれ配設されている。
【００６５】
　詳しくは、先端部本体１２２の先端面１２２ａに、穴１２２ｈが２つ穿設されており、
該穴１２２ｈに、端子１２２Ａ、端子１２２Ｂがそれぞれ配設されている。端子１２２Ａ
、１２２Ｂは、先端部本体１２２の先端に光学アダプタ２２５が装着された際、光学アダ
プタ２２５のアノード側の端子１３０Ａ及びカソード側の端子１３０Ｂの接触端と接触し
、該アノード側の端子１３０Ａ及びカソード側の端子１３０Ｂに、フレーム部４に配設さ
れた上記電源からの電力を供給する。
【００６６】
　また、先端面１２２ａの略中央に、後述する光学アダプタ２２５が装着された際、光学
アダプタ２２５の内部に配設された常閉スイッチ４６０の開動作を行う突起部である突起
ピン１２２Ｔが配設されている。
【００６７】
　尚、突起ピン１２２Ｔの突出長さは、光学アダプタ２２５が、先端部本体１２２に装着
された際、光学アダプタ２２５のアノード側の端子１３０Ａ及びカソード側の端子１３０
Ｂの接触端が、先端部本体１２２の端子１２２Ａ、１２２Ｂに接触するための接触長より
も長く形成されている。
【００６８】
　内視鏡挿入部２１の先端部本体１２２の先端に、視野方向及び視野角等の光学特性を変
換する光学アダプタ２２５が着脱自在に装着される。光学アダプタ２２５は、例えば金属
により構成された筒状の外装筐体２２５Ｇを有し、該外装筐体２２５Ｇ内の先端部に、例
えば４個のＬＥＤ１３０ｄ１～１３０ｄ４から構成されたＬＥＤ群１３０が配設されてい
る。
【００６９】
　光学アダプタ２２５の先端部に、ＬＥＤ群１３０を配設することにより、内視鏡２の照
明能力を向上させたり、個々のＬＥＤ１３０ｄの配置位置を変えることにより、被検体へ
の照明方向を変化させたりすることができる。
【００７０】
　具体的には、光学アダプタ２２５の外装筐体２２５Ｇ内に、ＬＥＤ１３０ｄ１～１３０
ｄ４が、例えば４個直列に接続されたＬＥＤ群１３０が配設されている。ＬＥＤ群１３０
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の両極端間である両極端間に、端子部であるアノード側の端子１３０Ａ及びカソード側の
端子１３０Ｂが接続されている。
【００７１】
　詳しくは、アノード側の端子１３０Ａ及びカソード側の端子１３０Ｂの端子１２２Ａ，
１２２Ｂとの接触端が、上記外装筐体２２５Ｇから、挿入部２１側に突出するよう、アノ
ード側の端子１３０Ａ及びカソード側の端子１３０Ｂは、ＬＥＤ群１３０の両極端間に接
続されている。
【００７２】
　また、ＬＥＤ群１３０の両極端間に、例えば付勢バネ４６０ａにより構成された静電気
保護手段である常閉型のスイッチ４６０が接続されている。よって、光学アダプタ２２５
が、先端部本体１２２に装着されてない際は、ＬＥＤ群１３０の両極端間は、スイッチ４
６０によりショートした状態となっている。尚、常閉型のスイッチ４６０は、付勢バネ４
６０ａを用いない通常の常閉型のスイッチでもよい。
【００７３】
　光学アダプタ２２５を先端部本体１２２に装着した際、先端部本体１２２の先端面１２
２ａと当接する光学アダプタ２２５の面２２５ａであって、突起ピン１２２Ｔに対向する
位置に、光学アダプタ２２５の内部に配設された常閉型のスイッチ４６０の位置まで貫通
する孔２２５ｈが形成されている。
【００７４】
　次にこのように構成された内視鏡装置１０１における光学アダプタ２２５の作用につい
て説明する。  
　光学アダプタ２２５が、先端部本体１２２に装着されてない場合においては、ＬＥＤ群
１３０の両極端間は、常閉型のスイッチ４６０により常時接続されている。よって、光学
アダプタ２２５が、先端部本体１２２に装着されてない場合は、ＬＥＤ群１３０の両極端
間は、常時ショートした状態となっている。
【００７５】
　このことより、アノード側の端子１３０Ａまたはカソード側の端子１３０Ｂに、静電気
の電圧が印加されたとしても、ＬＥＤ群１３０の両極端間に、静電気の電圧が印加されな
い。よって、ＬＥＤ群１３０を静電気から保護することができるため、ＬＥＤ群１３０が
静電気破壊され難い。
【００７６】
　また、光学アダプタ２２５が、先端部本体１２２に装着された際は、先端部本体１２２
の先端面１２２ａに配設された突起ピン１２２Ｔは、光学アダプタ２２５の面２２５ａに
形成された孔２２５ｈに嵌入する。
【００７７】
　突起ピン１２２Ｔは、常閉型のスイッチ４６０を押下し、常閉型のスイッチ４６０を開
状態とする。このことにより、ＬＥＤ群１３０の両極端間は、導通できる状態となる。
【００７８】
　その後、光学アダプタ２２５のアノード側の端子１３０Ａ及びカソード側の端子１３０
Ｂは、先端部本体１２２に形成された２つの穴１２２ｈにそれぞれ嵌入し、接触端が端子
１２２Ａ、１２２Ｂと接触する。このことにより、先端部本体１２２の端子１２２Ａ、１
２２Ｂは、アノード側の端子１３０Ａ、及びカソード側の端子１３０Ｂに電源からの電力
を供給する。その後、ＬＥＤ群１３０は発光する。
【００７９】
　よって、先端部本体２２の先端に光学アダプタ２５が装着される際、ＬＥＤ群１３０の
両極端間は、先端部本体１２２の端子１２２Ａ、１２２Ｂが、光学アダプタ２２５のアノ
ード側の端子１３０Ａ及びカソード側の端子１３０Ｂの接触端に接触する直前までショー
トした状態となっており、導通後、速やかに先端部本体１２２の端子１２２Ａ、１２２Ｂ
が、光学アダプタ２２５のアノード側の端子１３０Ａ及びカソード側の端子１３０Ｂの接
触端に接触し、電力を供給するようになっている。
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【００８０】
　また、突起ピン１２２Ｔの突出長さは、光学アダプタ２２５が先端部本体１２２に装着
された際、光学アダプタ２２５のアノード側の端子１３０Ａ及びカソード側の端子１３０
Ｂの接触端が、先端部本体１２２の端子１２２Ａ、１２２Ｂに接触するための接触長より
も長く形成されていることから、ＬＥＤ群１３０の両極端間がショートした状態において
、ＬＥＤ群１３０に、静電気の電圧が印加されることがない。
【００８１】
　よって、光学アダプタ２２５を、先端部本体１２２に装着する際、アノード側の端子１
３０Ａまたはカソード側の端子１３０Ｂに静電気の電圧が印加されたとしても、ＬＥＤ群
１３０の両極端間には、取扱者から静電気の電圧が印加され難い。よって、ＬＥＤ群１３
０を静電気から保護することができるため、ＬＥＤ群１３０が静電気破壊され難い。
【００８２】
　また、光学アダプタ２２５を取扱う際、取扱い者にアースを施す必要がないため、光学
アダプタ２２５の取扱いが容易となる。
【００８３】
　以上から、印加される静電気に対し、信頼性の高い光学アダプタを有する内視鏡装置が
実現できる。  
（第４実施の形態）
　図８は、本発明の第４実施の形態を示す内視鏡装置における光学アダプタと、先端部本
体との接続を示した接続構造図、図９は、図８のアノード側の端子１３０Ａまたはカソー
ド側の端子１３０Ｂの光学アダプタ内の配設位置を示した図である。
【００８４】
　この第４実施の形態の内視鏡装置の構成は、上記図７に示した第３実施の形態の内視鏡
装置と比して、スイッチを用いないことにより静電気対策を施した点のみが異なる。よっ
て、この相違点のみを説明し、第３実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説
明は省略する。
【００８５】
　図８に示すように、内視鏡装置２０１の内視鏡２の先端部本体２２２の先端に、後述す
る光学アダプタ３２５が装着された際、光学アダプタ３２５内に配設されたＬＥＤ群１３
０のアノード側の端子２３０Ａ及びカソード側の端子２３０Ｂの接触端と電気的に接触す
る端子２２２Ａ、２２２Ｂが先端部本体２２２の先端面２２２ａから、突出してそれぞれ
配設されている。
【００８６】
　端子２２２Ａ、２２２Ｂは、先端部本体２２２に光学アダプタ３２５が装着された際、
光学アダプタ３２５のアノード側の端子２３０Ａ及びカソード側の端子２３０Ｂの接触端
と接触し、光学アダプタ３２５のアノード側の端子２３０Ａ及びカソード側の端子２３０
Ｂに、電源からの電力を供給する。
【００８７】
　内視鏡挿入部２１の先端部本体１２２の先端に、視野方向及び視野角等の光学特性を変
換する光学アダプタ３２５が着脱自在に装着される。光学アダプタ３２５は、例えば金属
により構成された筒状の外装筐体３２５Ｇを有し、該外装筐体３２５Ｇ内の先端部に、複
数のＬＥＤ１３０ｄから構成されたＬＥＤ群１３０が配設されている。
【００８８】
　光学アダプタ３２５の先端部に、ＬＥＤ群１３０を配設することにより、内視鏡２の照
明能力を向上させたり、個々のＬＥＤ１３０ｄの配置位置を変えることにより、被検体へ
の照明方向を変化させたりすることができる。
【００８９】
　具体的には、光学アダプタ３２５の外装筐体３２５Ｇ内に、ＬＥＤ１３０ｄが、例えば
４個直列に接続されたＬＥＤ群１３０が配設されている。ＬＥＤ群１３０の両極端間であ
る両極端間に、端子部であるアノード側の端子２３０Ａ及びカソード側の端子２３０Ｂが
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接続されている。
【００９０】
　詳しくは、アノード側の端子２３０Ａ及びカソード側の端子２３０Ｂの端子２２２Ａ，
２２２Ｂとの接触端が、光学アダプタ３２５の挿入部側の面３２５ａよりも、上記外装筐
体３２５Ｇの内部に凹んで位置するよう、アノード側の端子２３０Ａ及びカソード側の端
子２３０Ｂは、ＬＥＤ群１３０の両極端間に接続されている。
【００９１】
　また、光学アダプタ３２５の面３２５ａであって、端子２２２Ａ、２２２Ｂに対向する
位置に、光学アダプタ３２５の外装筐体３２５Ｇ内に配設されたアノード側の端子２３０
Ａ及びカソード側の端子２３０Ｂまで貫通する孔３２５ｈがそれぞれ形成されている。
【００９２】
　尚、孔３２５ｈは、図９に示すように、孔３２５ｈの径をＸ1、光学アダプタ３２５の
面３２５ａからアノード側の端子２３０Ａ及びカソード側の端子２３０Ｂの接触端までの
深さをＸ2とすると、（Ｘ1・１／２）＜Ｘ2となるようそれぞれ形成されている。
【００９３】
　次にこのように構成された内視鏡装置２０１における光学アダプタ３２５の作用につい
て説明する。  
　先端部本体２２２に、光学アダプタ３２５が装着されると、先端部本体２２２の端子２
２２Ａ、２２２Ｂは、アノード側の端子２３０Ａ、及びカソード側の端子２３０Ｂの接触
端に接触する。その後、ＬＥＤ群１３０は発光する。
【００９４】
　この際、先端部本体２２２の端子２２２Ａ、２２２Ｂに静電気が発生していたとしても
、アノード側の端子２３０Ａ及びカソード側の端子２３０Ｂの接触端は、光学アダプタ３
２５の面３２５ａから（Ｘ1・１／2）＜Ｘ2の条件を満たすＸ2だけ凹んで位置しているた
め、端子２２２Ａ、２２２Ｂが、アノード側の端子２３０Ａ及びカソード側の端子２３０
Ｂの接触端に接触する前に、上記静電気は、光学アダプタ３２５の外装部材に飛ぶ。
【００９５】
　よって、光学アダプタ３２５を先端部本体２２２に装着する際、端子部２２２Ａまたは
２２２Ｂに静電気の電圧が印加されたとしても、ＬＥＤ群１３０の両極端間には、静電気
の電圧が印加されない。よって、ＬＥＤ群１３０を静電気から保護することができるため
、ＬＥＤ群１３０が静電気破壊され難い。
【００９６】
　さらに、先端部本体２２２に光学アダプタ３２５が装着されていない場合、アノード側
の端子２３０Ａ及びカソード側の端子２３０Ｂの接触端は、光学アダプタ３２５の面３２
５ａから（Ｘ1・１／2）＜Ｘ2の条件を満たすＸ2だけ凹んで位置しているため、アノード
側の端子２３０Ａ及びカソード側の端子２３０Ｂの接触端の周辺の上記静電気は、光学ア
ダプタ３２５の外装部材に飛ぶ。
【００９７】
　よって、先端部本体２２２に光学アダプタ３２５が装着されていない場合においてもＬ
ＥＤ群１３０を静電気から保護することができるため、ＬＥＤ群１３０が静電気破壊され
難い。
【００９８】
　また、光学アダプタ３２５を取扱う際、取扱い者にアースを施す必要がないため、光学
アダプタ３２５の取扱いが容易となる。  
　以上から、印加される静電気に対し、信頼性の高い光学アダプタが実現できる。
【００９９】
（第５実施の形態）
　図１０は、本発明の第５実施の形態を示す内視鏡装置における光学アダプタと、先端部
本体との接続を示した接続構造図である。
【０１００】
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　この第５実施の形態の内視鏡装置の構成は、上記図８、図９に示した第４実施の形態の
内視鏡装置と比して、アノード側の端子及びカソード側の端子を光学アダプタに配設した
保護部材内に配設した点のみが異なる。よって、この相違点のみを説明し、第４実施の形
態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【０１０１】
　図１０に示すように、内視鏡装置３０１の内視鏡２の先端部本体３２２の先端に、後述
する光学アダプタ４２５が装着された際、光学アダプタ４２５に配設されたＬＥＤ群１３
０のアノード側の端子３３０Ａ及びカソード側の端子３３０Ｂの接触端と電気的に接触す
る、アノード側の端子３３０Ａ及びカソード側の端子３３０Ｂと同軸構造を有する端子３
２２Ａ、３２２Ｂがそれぞれ配設されている。
【０１０２】
　詳しくは、先端部本体３２２の先端面３２２ａに、穴３２２ｈが２つ穿設されており、
該２つの穴３２２ｈに、Ｘ4の外径を有する、例えば円形の筒（以下、円筒と称す）３７
０がそれぞれ配設されており、さらに、円筒３７０の内部空間に、端子３２２Ａ、端子３
２２Ｂがそれぞれ配設されている。
【０１０３】
　端子３２２Ａ、３２２Ｂは、先端部本体３２２の先端に光学アダプタ４２５が装着され
た際、光学アダプタ４２５のアノード側の端子３３０Ａ及びカソード側の端子３３０Ｂの
接触端と接触し、光学アダプタ４２５のアノード側の端子３３０Ａ及びカソード側の端子
３３０Ｂに、フレーム部４に配設された上記電源からの電力を供給する。
【０１０４】
　内視鏡挿入部２１の先端部本体３２２の先端に、視野方向及び視野角等の光学特性を変
換する光学アダプタ４２５が着脱自在に装着される。光学アダプタ４２５は、例えば金属
により構成された筒状の外装筐体４２５Ｇを有している。
【０１０５】
　光学アダプタ４２５の先端部本体３２２に形成された穴３２２ｈにそれぞれ対向する位
置に、円筒３７０の外径Ｘ4と同じかそれ以上の内径Ｘ3を有する、例えば金属により構成
された保護部材である円筒３４０が、光学アダプタ４２５の外装筐体４２５Ｇの内部と外
部と連通するよう、光学アダプタ４２５の外装筐体４２５Ｇにシールドされ、光学アダプ
タ４２５の外装筐体４２５Ｇの内部から挿入部２１側に突出してそれぞれ配設されている
。尚、この際、光学アダプタ４２５の外装筐体４２５Ｇと円筒３４０とは、同電位となっ
ている。
【０１０６】
　光学アダプタ４２５が先端部本体３２２に装着された際、円筒３４０に内部に、先端部
本体３２２の穴３２２ｈに配設された円筒３７０が挿入される。
【０１０７】
　光学アダプタ４２５の外装筐体４２５Ｇ内の先端部に、ＬＥＤ１３０ｄから構成された
ＬＥＤ群１３０が配設されている。光学アダプタ４２５の先端部に、ＬＥＤ群１３０を配
設することにより、内視鏡２の照明能力を向上させたり、個々のＬＥＤ１３０ｄの配置位
置を変えることにより、被検体への照明方向を変化させたりすることができる。
【０１０８】
　具体的には、光学アダプタ４２５の外装筐体４２５Ｇ内に、複数のＬＥＤ１３０ｄが、
例えば４個直列に接続されたＬＥＤ群１３０が配設されている。ＬＥＤ群１３０の両極端
間である両極端間に、円筒３４０内にそれぞれ配設された端子部であるアノード側の端子
３３０Ａ、及びカソード側の端子３３０Ｂが接続されている。
【０１０９】
　詳しくは、アノード側の端子３３０Ａ及びカソード側の端子３３０Ｂの端子３２２Ａ，
３２２Ｂとの接触端は、円筒３４０内であって、円筒３４０の表面である突出面３４０ａ
よりも外装筐体４２５Ｇ側に凹んで位置している。
【０１１０】
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　アノード側の端子３３０Ａ、及びカソード側の端子３３０Ｂの端子３２２Ａ，３２２Ｂ
との接触端は、光学アダプタ４２５が先端部本体３２２に装着され、円筒３４０の内部に
、円筒３７０が挿入された際、円筒３７０の内部に挿入される。
【０１１１】
　次にこのように構成された内視鏡装置３０１における光学アダプタ４２５の作用につい
て説明する。  
　先端部本体３２２に、光学アダプタ４２５が装着されると、光学アダプタ４２５に配設
された円筒３４０は、先端部本体の穴３２２ｈに嵌入し、さらに光学アダプタ４２５に配
設された円筒３４０の内部に、先端部本体３２２の円筒３７０が挿入される。
【０１１２】
　このことにより、円筒３４０の内部に配設されたアノード側の端子３３０Ａ、及びカソ
ード側の端子３３０Ｂの接触端は、円筒３７０の内部において、端子３２２Ａ、３２２Ｂ
とそれぞれ接触する。よって、ＬＥＤ群１３０は発光する。
【０１１３】
　この際、先端部本体３２２の端子３２２Ａ、３２２Ｂ及び円筒３７０に静電気が発生し
ていたとしても、アノード側の端子３３０Ａ及びカソード側の端子３３０Ｂの接触端は、
円筒３４０の突出面３４０ａより凹んで位置しているため、端子３２２Ａ、３２２Ｂが、
アノード側の端子３３０Ａ及びカソード側の端子３３０Ｂの接触端に接触する前に、上記
静電気は、円筒３４０に飛ぶ。
【０１１４】
　よって、光学アダプタ４２５を先端部本体３２２に装着する際、端子部３２２Ａまたは
３２２Ｂに静電気の電圧が印加されたとしても、ＬＥＤ群１３０の両極端間には、静電気
の電圧が印加されない。よって、ＬＥＤ群１３０を静電気から保護することができるため
、ＬＥＤ群１３０が静電気破壊され難い。
【０１１５】
　さらに、先端部本体３２２に光学アダプタ４２５が装着されていない場合、アノード側
の端子３３０Ａ及びカソード側の端子３３０Ｂの接触端は、円筒３４０の突出面３４０ａ
より凹んで位置しているため、アノード側の端子３３０Ａ及びカソード側の端子３３０Ｂ
の接触端の周辺の上記静電気は、円筒３４０に飛ぶ。
【０１１６】
　よって、先端部本体３２２に光学アダプタ４２５が装着されていない場合においてもＬ
ＥＤ群１３０を静電気から保護することができるため、ＬＥＤ群１３０が静電気破壊され
難い。
【０１１７】
　また、光学アダプタ４２５を取扱う際、取扱い者にアースを施す必要がないため、光学
アダプタ４２５の取扱いが容易となる。  
　以上から、印加される静電気に対し、信頼性の高い光学アダプタが実現できる。
【０１１８】
　尚、本実施の形態においては、保護部材である筒３４０、筒３７０は、円筒である示し
たが、これに限らず、筒３４０と筒３７０とが嵌合できる形状であれば、どのような形状
であっても構わない。
【０１１９】
　また、上述した第１～第５実施の形態においては、ＬＥＤ群１３０は、４個のＬＥＤ１
３０ｄから構成されると示したが、これに限らず１つまたは複数から構成されていても構
わない。
【０１２０】
　さらに、上述した第１～第５実施の形態においては、発光体は、ＬＥＤを例に挙げて説
明したが、これに限らず、内視鏡の光源に用いられる小型のものであれば、どんな発光体
であっても構わない。
【０１２１】
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　［付記］
　以上詳述した如く、本発明の実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができる。
即ち、
　（１）外装筐体内に、
　照明用の光源となる発光ダイオードと、
　上記外装筐体内から外方に突出するよう上記発光ダイオードの両極端間に接続された２
つの端子部と、
　を有し、
　上記発光ダイオードの両極端間に、上記発光ダイオードに静電気が印加されるのを防止
する静電気保護手段を有することを特徴とする内視鏡用光学アダプタ。
【０１２２】
　（２）上記静電気保護手段は、ダイオードと、ツェナダイオードと、バリスタとのいず
れかであることを特徴とする付記１に記載の内視鏡用光学アダプタ。
【０１２３】
　（３）上記静電気保護手段は、ダイオードと、ツェナダイオードと、バリスタとのいず
れか２つの並列回路であることを特徴とする付記１に記載の内視鏡用光学アダプタ。
【０１２４】
　（４）上記静電気保護手段は、常閉型のスイッチであることを特徴とする付記１に記載
の内視鏡用光学アダプタ。
【０１２５】
　（５）上記外装筐体は、金属により構成されており、上記２つの端子部は、上記外装筐
体の表面に対して、上記外装筐体内に凹んで位置していることを特徴とする付記１～３の
いずれかに記載の内視鏡用光学アダプタ。
【０１２６】
　（６）上記外装筐体に、該外装筐体の内部と外部とを連通する筒状の保護部材が、上記
外装筐体内から外方に突出するよう接続されており、
　上記２つの端子部は、上記突出した保護部材の表面に対して、上記保護部材内に凹んで
位置していることを特徴とする付記１～３のいずれかに記載の内視鏡用光学アダプタ。
【０１２７】
　（７）上記保護部材は、金属により構成されていることを特徴とする付記６に記載の内
視鏡用光学アダプタ。
【０１２８】
　（８）付記１～７に記載の内視鏡用光学アダプタと、
　上記内視鏡用光学アダプタに装着した際、上記内視鏡用光学アダプタの上記２つの端子
部とそれぞれ電気的に接触する２つの端子部を有する内視鏡挿入部と、
　を有することを特徴とする内視鏡装置。
【０１２９】
　（９）上記内視鏡挿入部は、付記４に記載の上記内視鏡用光学アダプタに装着した際、
上記常閉型のスイッチを開にする突起部を先端に有することを特徴とする付記８に記載の
内視鏡装置。
【０１３０】
　（１０）上記内視鏡挿入部は、付記５に記載の上記内視鏡用光学アダプタに装着した際
、上記外装筐体内に凹んで位置している上記２つの端子部と、上記外装筐体内においてそ
れぞれ電気的に接触する２つの端子部を有することを特徴とする付記８に記載の内視鏡装
置。
【０１３１】
　（１１）上記内視鏡挿入部は、請求項６に記載の上記内視鏡用光学アダプタに装着した
際、上記保護部材内に凹んで位置している上記２つの端子部と、上記保護部材内において
それぞれ電気的に接触する２つの端子部を有することを特徴とする付記８に記載の内視鏡
装置。
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【図面の簡単な説明】
【０１３２】
【図１】本発明の第１実施の形態を示す光学アダプタ及び該光学アダプタが装着される内
視鏡装置の斜視図。
【図２】図１中の光学アダプタの外装筐体の内部に配設されたＬＥＤ群の発光回路を示し
た電気回路図。
【図３】図１中の光学アダプタの外装筐体の内部に配設されたＬＥＤ群の発光回路の変形
例を示した電気回路図。
【図４】図１中の光学アダプタの外装筐体の内部に配設されたＬＥＤ群の発光回路のさら
に別の変形例を示した電気回路図。
【図５】本発明の第２実施の形態を示す内視鏡装置における光学アダプタの外装筐体の内
部に配設されたＬＥＤ群の発光回路を示した電気回路図。
【図６】図５中の光学アダプタの外装筐体の内部に配設されたＬＥＤ群の発光回路のさら
に別の変形例を示した電気回路図。
【図７】本発明の第３実施の形態を示す内視鏡装置における光学アダプタと、先端部本体
との接続を示した接続構造図。
【図８】本発明の第４実施の形態を示す内視鏡装置における光学アダプタと、先端部本体
との接続を示した接続構造図。
【図９】図８中のアノード側の端子またはカソード側の端子の光学アダプタ内の配設位置
を示した図。
【図１０】本発明の第５実施の形態を示す内視鏡装置における光学アダプタと、先端部本
体との接続を示した接続構造図。
【符号の説明】
【０１３３】
　１…内視鏡装置
　２１…内視鏡挿入部
　２５…光学アダプタ
　２５Ｇ…外装筐体
　１０１…内視鏡装置
　１２２Ａ…挿入部側端子
　１２２Ｂ…挿入部側端子
　１２２Ｔ…突起ピン
　１２５…光学アダプタ
　１２５Ｇ…外装筐体
　１３０Ａ…アノード側の端子
　１３０Ｂ…カソード側の端子
　１３０ｄ…発光ダイオード
　１６０…ダイオード
　２０１…内視鏡装置
　２２２Ａ…挿入部側端子
　２２２Ｂ…挿入部側端子
　２２５…光学アダプタ
　２２５Ｇ…外装筐体
　２３０Ａ…アノード側の端子
　２３０Ｂ…カソード側の端子
　２６０…ツェナダイオード
　３０１…内視鏡装置
　３２２Ａ…挿入部側端子
　３２２Ｂ…挿入部側端子
　３２５…光学アダプタ
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　３２５ａ…外装筐体表面
　３２５Ｇ…外装筐体
　３３０Ａ…アノード側の端子
　３３０Ｂ…カソード側の端子
　３４０…円筒
　３４０ａ…円筒表面
　３６０…バリスタ
　４００…並列回路
　４２５…光学アダプタ
　４２５Ｇ…外装筐体
　４６０…常閉型スイッチ
代理人　　弁理士　　伊藤　進

【図１】 【図２】

【図３】
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